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１．はじめに
　首都圏４ヶ所の観測局からなる KSP-VLBI 網では、１９９７年９月から１日おきに２４時間
の観測を続けている。この観測網は最長の基線でも基線長が約 135km と VLBI の観測網として
は短いが、各局の局位置をグローバルな座標系で精度よく求めることができれば、その局位
置を既知として地球自転軸の極運動と UT1-UTC の地球回転パラメタを推定することが可能で
ある。KSP-VLBI 網の観測局位置は、これまで７回にわたって実施した鹿島３４ｍ局との VLBI
実験によって精度よく決定することができたので、この値を使用することによって実際に地
球回転パラメタの推定が可能であることを示すとともに、推定精度の評価を行った。

２．地球回転パラメタの推定
　１９９８年の１月から６月にかけて実施した９０回の２４時間実験を用い、極運動(dx,
dy）と UT1-UTC のアプリオリとしてそれぞれ０を与えてパラメタ推定を行った。観測局の局
位置は鹿島３４m 局との実験やこれまでの KSP-VLBI 実験を通じて求められた ITRF96 におけ
る位置と速度とを用いて固定し、地球回転パラメタ、大気遅延、クロックオフセットを推定
パラメタとして最小２乗推定した。この結果を IERS の確定値 (EOP97C04）と比較した結果を
図に示す。推定値にはばらつきが見られるが、おおまかなトレンドは再現しているというこ
とができる。このことは、正確な観測局位置を用いることにより、KSP-VLBI 網による地球回
転パラメタの推定が可能であることを示すものである。推定誤差は全実験の平均で 10.0
mas(dx) 6.0 mas(dy) 0.59 msec(UT1-UTC)、最も小さい場合で 4.8 mas(dx)　3.1 mas(dy) 0.29
msec(UT1-UTC)となった。KSP-VLBI 網では、リアルタイム VLBI システムによって観測と同時
に相関処理を行い、観測終了後すぐに推定結果が得られるので、独自に地球回転パラメタの
速報値を提供することが可能である。IERS が Bulletin A で公表した１９９６年１年間の地
球回転パラメタの予測値と、その後公表された確定値との差を調べると、予測値の公表され
た当日で 1.2 mas(dx) 1.3 mas(dy) 0.33 msec(UT1-UTC)の標準偏差をもつ分布が見られ、予
測期間が長くなるほど誤差は増大するので、UT1-UTC に関しては IERS の予測値を改善できる
可能性が示されたと言える。高速デジタル回線が長距離の基線に利用できるようになれば、
さらに推定精度の向上も期待できるため、現在利用できる地球回転パラメタの速報値の精度
を大幅に改善する可能性が技術的に示されたことになり、その意義は大きいと言えよう。
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ＫＳＰ－ＶＬＢＩ網の実験により推定した極運動と UT1-UTC。横軸は１９９８年
１月１日を１とした通算日。IERS の確定値（EOP97C04）を実線で示し、推定さ
れた値を黒い丸で、１σの推定誤差を鉛直の実線で示している。


